
一陰
湯
師
とは
何
者
か

―

う
ら
な

い
、
ま
じ
な

い
、
こ
よ
み
を

つ
く
る
―

陰
陽
師
と
は
ど
ん
な
存
在
だ

っ
た
の
で
ｔ
ょ
う
か
。
こ
の
晨
示
で
は
、
あ
ま

り
射
ら
れ
て
い
な
い
陰
陽
道
の
歴
史
と
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
き
た
文
化
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
と
り
あ
げ
て
考
え
て
み
ま
す
。
十
代
に
お
い
て
成
立
ｔ

た
陰
陽
道
は
ヤ
世
か
ら
近
せ

へ
と
、
そ
の
役
割
を
広
げ
な
が
ら
、
多
様
に
晨
開

ｔ
て
い
き
ま
ｔ
た
。
そ
の
姿
を
具
体
的
な
史
資
料
を
も
と
に
、
明
ら
か
に
ｔ
て

い
き
ま
す
。

安
倍
晴
明
は
平
安
時
代
の
実
在
ｔ
た
陰
陽
師
で
す
が
、
陰
陽
道
の
浸
邊
と
と

も
に
、
伝
奇
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
付
け
か
わ

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
姿
を
追
う
こ

と
で
陰
陽
道
の
性
質
を
と
ら
え
る
こ
と
も
試
み
ま
す
。
さ
ら
に
陰
陽
師
た
ち
が

可
る
暦
の
製
作
や
形
式
の
変
邁
を
見

つ
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
び
と
が
陰
陽

道
に
求
め
た
も
の
が
見
え
て
く
る
で
ｔ
ょ
う
。

目
晨
示
構
茂

※
会
期
ヤ
晨
示
春
え
を
行
い
ま
す

プ

ロ
ロ
ー
グ

陰
陽
師
を
さ
ぐ
る

Ｉ

陰
陽
師
の
あ
ｔ
あ
と

一　
陰
陽
師
、
あ
ら
わ
る
―
十
代
の
陰
陽
道

二

陰
陽
師
、
ひ
ろ
が
る
―
ヤ
せ
の
陰
陽
道

二

陰
陽
師
、
た
ば
ね
る
―
近
せ
の
陰
陽
道

四

陰
陽
師
の
仕
事

二

陰
陽
道
と
民
俗

ＩＩ

安
倍
晴
明
の
も
の
が
た
り

一　
安
倍
晴
明
と
そ
の
子
孫

二

安
倍
晴
明
の
ラ
イ
バ
ル
た
ち

二

転
生
す
る
安
倍
晴
明

ＩＩＩ

暦
と
そ
の
丈
化

一　
暦
を
く
ば
る

二

暦
を
か
え
る

二

暦
を
そ
ろ
え
る

エ
ピ
ロ
ー
グ

陰
陽
師
が
の
こ
ｔ
た
も
の

東光院戒人歌仝
「陰陽師」(一部カロエ )
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■
関
連
す
る
催
ｔ
物

※
事
前
ヤ
ｔ
ａ
み
が
必
要

第
‐１７
口
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム

「陰
陽
師
と
暦
」
小
池
淳

一
他

１０
月
７
日
（土
）
１２
時
３ｏ
分
～
％
時
ヽ
今

第
４４７
口
歴
博
講
演
会

「陰
陽
道
と
伝
承
丈
化
」
小
池
淳

一

１‐
月
Ｈ
目
（上
）
１３
時
～
る
時

すべて本常咸

式神

孝
鰤
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
雄
記
く
だ
さ
い
。

圏
同
時
間
催

・第
１
晨
示
宣
特
集
晨
示
「光
の
大
地
が
市
ん
だ
十
代

・・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
と
擦
え
え
化
―
」

Ｈ

月

１４

日

（
え

）
～

２

０

２

４

年

２

月

１２

日

（
月

・
休

）

・第
４
晨
示
宣
特
集
晨
示
「
口
口
逹
路
・文
化
遺
広
へ
の

み
ち
ゆ
き
」

９
月
２６
日
（夫
）
～
２
０
２
４
年
２
月
％
日
（日
）

・く
ら
ヽ
の
植
物
ん
特
別
企
画
「伝
沈
の
十
共
菊
」

１０
月
３１
日
（夫
）
～
１１
月
２６
日
（日
）

・く
ら
ｔ
の
植
物
光
特
別
企
画
「冬
の
幸
・サ
ザ
ン
カ
」

１‐

月

２８

口

（
夫

）
～

２

０

２

４

年

１

月

器

日

（
日

）

■
交
通
案
内

・京
成
電
鉄
利
用
の
場
合

¨
京
成
上
野
駅
か
ら
京
成
佐
倉
駅
（京
成
本
線
経
由

特
急
利
用
の
場
合
約

５５
分
）
下
車
、
徒
歩
約
１５
分
ま
た
は
バ
ス
約
５
分
「国
立

博
物
館
入
口
」
か
「国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
」
下
車

・
Ｊ
Ｒ
東
日
本
利
用
の
場
合

一
東
京
駅
か
ら
総
武
本
線
佐
倉
駅
（快
速
利
用
の

場
合
約
６０
分
）
下
車
、
バ
ス
約

１５
分
「国
立
博
物
館
入
口
」
か
「目
立
歴
史
民
俗

博
物
館
」
下
車

・自
動
車
利
用

の
場
合

一
東
関
東
自
動
車
道

四
街
道
‐Ｃ
ま
た
は
佐
倉

ＩＣ
か
ら

約
１５
分
、
国
道

２９６
号
沿

い
（無
料
駐
車
場
完
備
）

国立博物館入口

国道 296号

至東京

「くらしの動 苑」
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